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多
く
は
、
本
論
文
は
専
門
家
・
一
般
読
者
に
広
く
読
ま
れ
る
価
値
の

あ
る
も
の
と
考
え
、
単
著
と
し
て
公
刊
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る

ほ
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士

（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に
十
分
値
す
る

も
の
と
判
断
し
、
そ
の
旨
を
法
学
研
究
科
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

令
和
六
年
一
二
月
二
〇
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

大
串　
　

敦

法
学
研
究
科
委
員
・PhD in Politics　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

井
上　

正
也

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
政
治
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

赤
木　

完
爾

法

学

博

士　
　
　
　
　
　

副
査　
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授　
シ
ュ
ラ
ト
フ
・
ヤ
ロ
ス
ラ
フ

博
士（
歴
史
学
）、博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

王
禹
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

王
禹
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
権
威
主
義
体
制

に
お
け
る
情
報
と
政
治
の
計
量
分
析
―
―
現
代
中
国
を
事
例
と
し
て

―
―
」
は
、
権
威
主
義
国
家
の
指
導
者
が
体
制
と
政
権
の
維
持
を
目

指
し
て
い
か
に
「
情
報
」
を
活
用
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
現
代
中

国
を
対
象
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
権
威
主
義
国
家
の
指
導
者
は

国
内
統
治
を
意
図
し
て
、
強
権
的
に
反
抗
を
抑
圧
す
る
策
を
取
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
幅
広
く
協
力
を
調
達
す
る
た
め
に
潜
在
的
か
つ
柔
軟

な
策
を
取
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
文
は
後
者
、
特
に

「
情
報
」
の
活
用
を
通
じ
て
、
中
国
の
中
央
指
導
者
が
国
内
の
様
々

な
主
体
か
ら
協
力
を
調
達
し
よ
う
と
す
る
様
に
注
目
す
る
。
本
論
文

は
そ
の
実
態
を
、
多
様
な
文
書
や
膨
大
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
質

的
・
量
的
に
分
析
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
序
章
、
本
編
六
章
、
終
章

お
よ
び
参
考
文
献
目
録
を
合
わ
せ
て
二
五
九
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
は
、『
法
学
政
治
学
論
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
二
編
の
論

文
も
含
ま
れ
る
。
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論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序　

章
一
、
研
究
の
背
景
と
問
題
意
識

二
、
本
論
文
の
構
成

第
一
章　

権
威
主
義
体
制
に
お
け
る
政
権
維
持
と
情
報

一
、
は
じ
め
に

二
、
先
行
研
究

三
、
権
威
主
義
体
制
下
に
お
け
る
政
権
維
持
の
た
め
の
戦
略
選

択
に
関
す
る
分
析
枠
組
み

四
、
お
わ
り
に

第
二
章　

情
報
取
得
方
式
と
し
て
の
通
報
―
―
習
近
平
時
代
に
お

け
る
「
挙
報
」
の
制
度
と
結
果
―
―

一
、
は
じ
め
に

二
、
先
行
研
究

三
、
デ
ー
タ
と
研
究
方
法

四
、
分
析
結
果

五
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

六
、
お
わ
り
に

第
三
章　

情
報
リ
ー
ク
に
お
け
る
役
割
分
担
―
―
『
人
民
日
報
』

の
評
論
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
―
―

一
、
は
じ
め
に

二
、『
人
民
日
報
』
と
『
人
民
日
報
』
の
評
論

三
、
先
行
研
究

四
、
デ
ー
タ
と
分
析
方
法

五
、
分
析
の
結
果

六
、
お
わ
り
に

第
四
章　

政
府
に
不
利
な
情
報
の
リ
ー
ク
―
―
『
人
民
日
報
』
の

読
者
投
書
ペ
ー
ジ
は
い
か
に
政
府
機
関
を
批
判
す
る
の

か
―
―

一
、
は
じ
め
に

二
、
先
行
研
究

三
、『
人
民
日
報
』
の
読
者
投
書
ペ
ー
ジ

四
、
デ
ー
タ
と
分
析
方
法

五
、
分
析
結
果

六
、
お
わ
り
に

第
五
章　

メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
失
敗
し
た

か
―
―
『
人
民
日
報
』
の
読
者
投
書
ペ
ー
ジ
が
政
府
を

批
判
す
る
原
因
に
つ
い
て
―
―

一
、
は
じ
め
に

二
、
先
行
研
究
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三
、
分
析
枠
組
み
と
仮
説

四
、
デ
ー
タ
と
分
析
方
法

五
、
分
析
結
果

六
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

七
、
お
わ
り
に

第
六
章　

研
究
者
と
権
威
主
義
体
制
と
の
協
力
関
係
の
形
成
―
―

中
国
国
家
社
会
科
学
基
金
に
よ
る
実
証
分
析
―
―

一
、
は
じ
め
に

二
、
先
行
研
究

三
、
中
国
共
産
党
の
対
知
識
分
子
政
策

四
、
国
家
社
会
科
学
基
金
の
概
況

五
、
デ
ー
タ
と
分
析
方
法

六
、
分
析
結
果

七
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

八
、
お
わ
り
に

終　

章
一
、
本
論
文
の
結
論

二
、
本
論
文
の
含
意

三
、
本
論
文
の
課
題
と
展
望

参
考
文
献

論
文
の
概
要

　

以
下
に
本
論
文
の
構
成
を
述
べ
る
。
序
章
で
は
、
研
究
の
背
景
と

問
題
意
識
、
ま
た
本
論
文
の
構
成
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
ず
本
研
究
の

背
景
に
は
、
民
主
化
の
「
第
三
の
波
」
等
に
お
い
て
様
々
な
権
威
主

義
国
家
が
変
容
し
た
一
方
で
、
中
国
の
体
制
が
今
日
ま
で
持
続
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
。
比
較
政
治
学
で
は

こ
の
要
因
と
し
て
、
中
国
指
導
者
に
よ
る
国
内
統
治
制
度
の
確
立
と

強
化
、
経
済
成
長
の
「
果
実
」
の
分
配
、
反
抗
に
対
す
る
強
権
的
な

抑
圧
策
等
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
本
論
文
は
、
中
国
の
体
制

と
統
治
の
脆
弱
性
を
前
提
と
す
る
と
、
よ
り
潜
在
的
か
つ
柔
軟
な
形

で
国
内
の
協
力
を
調
達
す
る
策
が
取
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に

注
目
す
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
、
中
央
指
導
者
が
国
内
の
多
様
な
情

報
を
取
得
し
、
リ
ー
ク
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
「
情
報
活

用
戦
略
」
に
現
れ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
本
論
文
は
そ
の
具
体
的
な
研

究
目
的
を
、
権
威
主
義
体
制
に
お
け
る
体
制
・
政
権
維
持
策
と
し
て

の
情
報
活
用
の
実
態
解
明
に
置
く
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、

本
論
文
は
第
一
章
で
先
行
研
究
の
整
理
を
踏
ま
え
て
理
論
的
・
分
析

的
枠
組
み
を
提
示
し
、
続
く
第
二
章
か
ら
六
章
に
お
い
て
質
的
・
量

的
分
析
を
行
い
、
最
後
に
終
章
で
結
論
・
展
望
・
課
題
を
述
べ
て
い

る
。

　

第
一
章
は
、
権
威
主
義
体
制
に
お
け
る
指
導
者
の
政
権
維
持
策
、
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特
に
情
報
活
用
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
本
研
究
の
対
象
と

意
義
を
定
義
し
た
上
で
、
理
論
的
・
分
析
的
枠
組
み
を
示
す
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
こ
こ
で
は
合
理
的
選
択
論
や
制
度
論
を
通
じ
て
、
政

権
の
治
者
（
指
導
者
や
そ
の
統
治
連
合
）
が
被
治
者
（
統
治
連
合
に

入
ら
な
い
エ
リ
ー
ト
や
市
民
）
に
対
し
て
、
強
権
的
に
反
抗
を
抑
圧

す
る
戦
略
や
、
よ
り
柔
軟
に
協
力
を
調
達
す
る
戦
略
を
採
り
得
る
こ

と
を
導
い
て
い
る
。
治
者
の
被
治
者
に
対
す
る
相
対
的
交
渉
力
や
戦

略
遂
行
の
取
引
費
用
の
多
寡
が
、
こ
れ
ら
の
戦
略
の
選
択
に
影
響
す

る
と
す
る
。
治
者
に
と
っ
て
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
後
者
の
取

引
費
用
の
抑
制
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
治
者

は
情
報
の
収
集
・
提
供
・
管
理
等
を
通
し
て
、
被
治
者
の
主
観
（
信

頼
・
信
念
・
合
理
性
等
）
や
ふ
る
ま
い
に
影
響
を
与
え
、
協
力
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
本
論
文
は
こ
の
よ
う
な
整
理
・
推

論
を
基
に
、
他
の
権
威
主
義
国
家
の
実
例
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、

情
報
活
用
を
通
じ
た
協
力
調
達
策
に
関
す
る
実
証
研
究
の
蓄
積
が
十

分
で
な
い
こ
と
に
触
れ
、
本
論
文
が
こ
の
部
分
で
貢
献
す
る
こ
と
が
、

権
威
主
義
体
制
に
お
け
る
統
治
技
法
の
多
元
性
の
理
解
に
役
立
つ
と

す
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
こ
の
点
を
政
治
学
的
意
義
と
捉
え
、
第

二
章
以
下
で
実
証
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

　

実
証
分
析
の
冒
頭
部
に
あ
た
る
第
二
章
は
、
治
者
の
情
報
取
得
の

方
式
と
し
て
の
「
挙
報
」
つ
ま
り
通
報
を
分
析
す
る
。
権
威
主
義
体

制
の
指
導
者
は
、
統
治
を
脅
か
す
主
体
・
事
象
に
関
す
る
情
報
の
取

得
を
必
要
と
す
る
。
本
章
は
他
国
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、

現
代
中
国
に
お
け
る
通
報
の
様
態
と
機
能
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と

す
る
。
通
報
は
文
化
大
革
命
後
に
急
減
し
た
が
、
習
近
平
政
権
下
で

は
再
び
増
加
し
て
い
る
。
本
章
は
、
中
国
政
府
の
公
文
書
、
国
営
メ

デ
ィ
ア
（『
人
民
日
報
』）
の
記
事
、
及
び
刑
事
裁
判
の
判
決
文
等
の

資
料
を
基
に
、
習
近
平
時
代
の
通
報
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
て
い

る
。

　

こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
通
報
は
市
民
社
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
利
用
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
習
近
平
政
権
で
は
統
治
連
合
か
ら
漏
れ
た
幹

部
や
地
方
の
幹
部
が
主
要
な
通
報
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

現
代
中
国
で
は
、
通
報
は
政
治
エ
リ
ー
ト
層
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

手
段
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
第
二
に
、
中
国
政
府
は
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
を
通
じ
て
、
市
民
等
の
通
報
者
に
金
銭
的
報
酬
を
提
供
す
る
こ

と
を
強
調
し
、
そ
の
「
個
人
合
理
性
」
に
訴
え
か
け
る
。
第
三
に
、

市
民
等
は
通
報
を
利
用
し
、
地
方
幹
部
に
抵
抗
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
通
報
は
、
中
央
政
府
と
市
民
等
の
間
で
潜
在
的
協
力
関
係
を
構

築
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
通
報
制
度
に
は
逆
機
能
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
通
報
の
奨
励
は
確
か
に
、
中
央
指
導
者
が
統
治
連
合
か
ら
漏
れ
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た
幹
部
や
地
方
幹
部
の
違
法
行
為
や
党
紀
律
違
反
に
関
す
る
情
報
を

市
民
等
か
ら
低
コ
ス
ト
で
収
集
し
、
彼
ら
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
す
る
こ
と
が
目
的
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
通
報
は

市
民
の
地
方
の
幹
部
等
へ
の
抵
抗
や
幹
部
同
士
の
対
立
に
利
用
さ
れ

る
面
も
あ
り
、
地
方
の
混
乱
や
権
威
主
義
体
制
に
対
す
る
信
頼
の
低

下
を
招
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

次
に
第
三
章
で
は
、
権
威
主
義
体
制
に
お
け
る
治
者
の
情
報
提
供
、

特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
中
国
政
府
に
よ
る
情
報
リ
ー
ク
や
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
の
様
態
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
流
れ
を
振
り
返
る

と
、
ま
ず
中
央
か
ら
地
方
に
わ
た
る
党
・
政
府
・
軍
隊
等
の
関
連
機

関
に
お
い
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
管
理
す
る
専
門
部
署
が
設
立
さ
れ

た
。
そ
し
て
公
的
メ
デ
ィ
ア
（
党
の
機
関
紙
等
）
と
商
業
メ
デ
ィ
ア

の
役
割
が
分
化
し
、
前
者
は
政
治
情
報
、
後
者
は
商
業
コ
ン
テ
ン
ツ

を
中
心
に
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
前
者
の
政
治
情
報
を
扱
う
党
の
機
関
紙
、
す
な
わ
ち

『
人
民
日
報
』
が
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
重
要
評
論
記
事
に

注
目
す
る
と
、
そ
こ
に
も
役
割
分
担
や
多
元
性
が
見
て
取
れ
る
と
い

う
。
こ
の
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
章
は
二
〇

〇
六
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の
『
人
民
日
報
』
の
中
の
社
説
・

「
任
仲
平
」
を
著
者
名
と
す
る
幹
部
の
文
章
・
本
報
評
論
部
文
章
を

は
じ
め
と
す
る
重
要
評
論
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
そ
の
内

容
分
析
と
時
系
列
分
析
を
行
っ
た
。
分
析
の
結
果
、
第
一
に
、
同
時

期
に
政
府
の
意
見
や
立
場
を
伝
え
る
重
要
評
論
の
全
記
事
に
占
め
る

割
合
が
増
加
し
、
政
府
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
第
二
に
、『
人
民
日
報
』
の
社
説
は
中
国
共
産
党
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
最
高
指
導
者
の
見
解
や
立
場
、
任
仲
平
文
章
は

国
家
の
重
要
政
策
と
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
、
本
報
評
論
部
文
章
は
反

腐
敗
や
幹
部
工
作
な
ど
の
具
体
的
事
項
と
社
会
問
題
に
重
点
を
置
く

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
人
民
日
報
』
の
各

重
要
評
論
は
異
な
る
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
役
割
分
担
が

窺
わ
れ
た
。
さ
ら
に
第
三
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
お
よ
そ
二
四

の
写
作
組
、
つ
ま
り
執
筆
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
写
作
組
は
中
国
共
産
党
や
政
府
の
み
な

ら
ず
、
社
会
団
体
や
解
放
軍
等
の
公
的
機
関
に
由
来
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
や
立
場
を
示
す
評
論
を
発
表
し

て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

続
く
第
四
章
で
も
、
権
威
主
義
体
制
に
お
け
る
情
報
提
供
の
あ
り

方
と
し
て
、『
人
民
日
報
』
の
中
の
読
者
投
書
ペ
ー
ジ
の
内
容
が
詳

細
に
分
析
さ
れ
る
。
中
国
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、

商
業
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
で
は
政
府
機
関
や

幹
部
を
批
判
す
る
言
論
も
存
在
す
る
も
の
の
、『
人
民
日
報
』
の
よ

う
な
政
府
系
メ
デ
ィ
ア
は
専
ら
体
制
維
持
に
資
す
る
言
論
を
展
開
す
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る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
『
人
民
日
報
』
の
読
者
投
書
ペ
ー

ジ
を
例
に
と
る
と
、
実
際
の
読
者
と
読
者
に
偽
装
し
た
記
者
が
書
い

た
も
の
が
混
在
す
る
中
で
、
政
府
へ
の
批
判
的
言
論
も
一
部
見
ら
れ

る
と
い
う
。
本
章
は
こ
の
点
に
着
目
し
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
か
ら

二
〇
二
二
年
一
二
月
に
お
け
る
『
人
民
日
報
』
の
読
者
投
書
ペ
ー
ジ

で
扱
わ
れ
た
七
五
二
二
件
の
記
事
を
対
象
と
し
て
、
構
造
的
ト
ピ
ッ

ク
ス
モ
デ
ル
と
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
利
用
し

た
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
通
じ
て
記
事
が
扱
っ
て
き
た
多
彩
な
ト

ピ
ッ
ク
を
析
出
す
る
と
共
に
、
そ
の
言
論
の
方
向
性
を
「
肯
定
」

「
応
答
」「
中
立
」「
要
請
」「
批
判
」
と
い
う
五
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類

し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
中
央
・
地
方
政
府
に
言
及
し

た
記
事
に
お
け
る
言
論
の
方
向
性
は
「
批
判
」
が
最
も
多
く
、
全
体

の
約
三
五
％
を
占
め
た
。
名
指
し
で
の
批
判
記
事
が
全
体
の
二
〇
％

に
上
り
、
名
指
し
し
な
い
批
判
記
事
よ
り
多
か
っ
た
。
分
析
対
象
の

期
間
中
、
中
央
政
府
機
関
に
対
し
て
は
八
〇
回
、
省
級
政
府
機
関
に

対
し
て
二
三
三
回
、
地
級
政
府
機
関
に
対
し
て
五
六
四
回
、
県
級
政

府
機
関
に
対
し
て
九
五
一
回
の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
批
判
記
事
は
あ
る
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
は
地
方
政
府
の
非
効

率
的
行
政
や
地
方
幹
部
の
不
正
・
腐
敗
等
の
詳
細
を
暴
く
も
の
が
多

く
、
民
衆
が
強
い
不
満
を
抱
く
公
衆
衛
生
・
防
疫
等
の
問
題
に
つ
い

て
は
批
判
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
以
上
か
ら
『
人
民
日
報
』
は
、

評
論
や
主
要
な
記
事
で
は
政
府
に
肯
定
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
機
能
を

果
た
し
つ
つ
も
、
読
者
投
書
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
記
事
で
は
部
分
的
に

批
判
的
論
調
も
展
開
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
中
国
の
よ
う
な
権
威
主
義
体
制
に
お
い
て
、
な
ぜ
政
府
系

メ
デ
ィ
ア
で
政
府
批
判
が
行
わ
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

先
行
研
究
で
は
、
権
威
主
義
体
制
で
は
公
的
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
政
府

批
判
は
政
府
指
導
者
の
許
可
を
得
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
緩
む
と
メ
デ
ィ
ア
の
批
判
が
増
し
、
強
ま
る
と
減
少
す
る

と
い
う
視
点
が
示
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
批
判
は

社
会
の
「
ガ
ス
抜
き
」
の
役
割
を
果
た
し
、
治
者
が
代
理
人
を
監
視

す
る
手
段
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。
現
代
中
国
で
は
典
型
的
に
、
中
央

の
指
導
者
が
「
良
い
中
央
・
悪
い
地
方
」
と
い
う
認
識
を
国
民
に
広

め
、
ま
た
地
方
幹
部
を
競
争
さ
せ
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
地
方
の
政

治
行
政
や
幹
部
の
批
判
を
許
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
た

が
っ
て
、
中
国
で
は
政
府
系
メ
デ
ィ
ア
は
専
ら
中
央
政
府
の
意
図
に

沿
っ
て
批
判
的
記
事
を
展
開
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
が

で
き
る
。
あ
る
い
は
、
政
府
系
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
て
も
別
の
理
由
で

批
判
的
記
事
を
掲
載
す
る
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
迫
る
た
め
に
、
第
五
章
は
ま
ず
中
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ

ア
と
政
府
の
関
係
を
紹
介
す
る
。
中
国
で
も
商
業
紙
は
市
民
の
関
心
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を
集
め
や
す
い
政
府
批
判
を
展
開
し
て
き
た
が
、
次
第
に
経
済
利
益

に
直
結
す
る
商
業
コ
ン
テ
ン
ツ
に
力
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
批

判
の
機
能
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
言
論
空
間
に
引
き
継
が
れ
た
た
め
、

政
府
は
そ
の
検
閲
を
強
化
し
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
第
四
章
で

取
り
上
げ
た
『
人
民
日
報
』
の
読
者
投
書
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
政
府

批
判
記
事
が
継
続
し
て
提
示
さ
れ
る
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
は
、

政
府
と
メ
デ
ィ
ア
機
関
の
他
に
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
い
う
主
体

に
着
目
し
、
三
者
間
の
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
た
上
で
、

『
人
民
日
報
』
の
記
者
の
自
律
性
が
批
判
的
記
事
の
背
景
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
を
行
う
。

　

第
四
章
と
同
様
、『
人
民
日
報
』
の
読
者
投
書
ペ
ー
ジ
の
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
内
容
に
関
す
る
質
的
考
察
と
、
線
形
混
合
モ

デ
ル
・
重
回
帰
分
析
に
よ
る
量
的
検
証
が
行
わ
れ
た
。
後
者
に
つ
い

て
は
内
生
性
の
問
題
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
共
変
量
バ
ラ
ン
シ
ン
グ

傾
向
ス
コ
ア
（CBPS

）
法
に
よ
る
デ
ー
タ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
時
系
列
的
に
は
、
地
方
の
政
治
・
行
政
に
対

す
る
批
判
記
事
が
提
示
さ
れ
た
後
に
中
央
政
府
に
よ
る
「
改
革
」
が

提
示
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
が
看
取
さ
れ
、
や
は
り
中
央
政
府
が
そ
の

正
統
性
や
権
威
を
高
め
る
た
め
に
同
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
場
を
利
用
し

て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
同
時
に
、
胡
錦
濤
時
代
は
比
較
的

メ
デ
ィ
ア
統
制
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
か
、
読
者
投

書
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
批
判
は
大
胆
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、

『
人
民
日
報
』
の
組
織
再
編
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
元
群
衆
工
作
部

の
記
者
た
ち
に
よ
る
記
事
は
、
記
者
の
不
満
か
ら
か
、
特
に
批
判
性

が
強
か
っ
た
。
し
か
し
習
近
平
時
代
以
降
は
言
論
統
制
が
厳
し
さ
を

増
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
、
読
者
投
書
ペ
ー
ジ
自
体
も
批
判

的
論
調
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
読
者
投
書
ペ

ー
ジ
で
は
問
題
に
対
す
る
「
批
判
」
に
代
わ
り
、
問
題
に
対
処
す
る

よ
う
に
求
め
る
「
要
請
」
の
論
調
が
強
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
に
本

章
は
、
政
府
系
メ
デ
ィ
ア
で
も
政
府
批
判
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
政
治

的
・
時
代
的
背
景
と
、
記
者
の
あ
る
程
度
の
自
律
性
の
影
響
を
見
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
情
報
発
信
は
、
市
民
を
含
め
た

国
内
の
多
様
な
主
体
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
言
え
る
が
、

よ
り
局
所
的
な
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

ま
た
、
権
威
主
義
体
制
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
例
と
し
て
、
第
六
章
で
は
社
会
に
知
識
や
技
術
を
供
給
し
、
世
論

に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
「
知
識
分
子
」、
特
に
「
研
究

者
」
と
政
府
と
の
関
係
に
お
い
て
、
政
府
に
よ
る
情
報
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
果
た
す
機
能
を
分
析
・
考
察
す
る
。

ま
ず
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、「
改
革
・
開
放
」
路
線
時
代
に

は
多
く
の
研
究
者
が
中
国
政
府
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
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た
も
の
の
、
そ
の
後
は
政
府
と
協
力
す
る
研
究
者
が
増
加
し
て
い
る

と
い
う
。
研
究
者
た
ち
は
党
国
体
制
と
緊
密
な
関
係
を
築
き
、
自
ら

の
研
究
を
通
じ
て
党
の
統
治
の
正
統
性
を
主
張
し
、
政
府
の
重
要
政

策
の
実
現
に
助
言
を
提
供
す
る
場
合
が
あ
る
。
質
的
研
究
方
法
を
用

い
た
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
研
究
者
が
こ
の
よ
う
な
協
力
性
を
示
す

背
景
に
は
、
伝
統
的
な
中
国
文
化
の
影
響
、
政
治
的
圧
力
、
及
び
パ

ト
ロ
ネ
ー
ジ
等
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
関
す
る

量
的
分
析
に
よ
る
裏
付
け
は
不
足
し
て
い
る
た
め
、
本
章
で
は
公
開

さ
れ
て
い
る
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
に
中
国
国
家
社
会

科
学
基
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
二
八
八
八
四
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
研
究
内
容
や
そ
れ
に
与
え
る
要
因
に
つ
い
て

分
析
を
行
っ
た
。

　

文
書
内
の
特
定
語
の
重
要
性
を
測
定
す
るT

F
―ID

F

手
法
を
用

い
て
、
江
沢
民
時
代
・
胡
錦
濤
時
代
・
習
近
平
時
代
に
お
け
る
研
究

題
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
特
定
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
時
代
間
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
差
異
に
沿
っ
て
か
、
研
究
題
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
機
械
学
習
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る

サ
ポ
ー
ト
ベ
ク
タ
ー
マ
シ
ン
（SV

M

）
を
用
い
て
、
社
会
科
学
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
政
府
に
協
力
的
な
「
高
協
力
度
研
究
」（
一

八
七
六
八
件
、
六
四
・
九
八
％
）
と
そ
う
と
は
特
定
で
き
な
い
「
低

協
力
度
研
究
」（
一
〇
一
一
六
件
、
三
五
・
〇
二
％
）
と
に
分
類
し

た
。
そ
の
後
、
分
類
結
果
を
従
属
変
数
と
し
た
ロ
ジ
ッ
ト
回
帰
分
析

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
党
学
校
・
社
会
科
学
院
な
ど
政
府
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
に
所
属
す
る
研
究
者
が
大
学
教
員
よ
り
も
多
く
の
高
協
力

度
研
究
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
政
治
的
圧
力
が
強
い
環

境
ほ
ど
高
協
力
度
研
究
が
促
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま

た
、
研
究
資
金
が
研
究
者
を
高
協
力
度
研
究
に
動
員
す
る
手
段
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
一
方
で
、
若
手
研
究
者
の
方

が
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
に
高
協
力
度
研
究
を
行
う
と
い
っ
た
傾
向

は
な
く
、
こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
解
を
修
正
す
る
結
果
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
あ
る
領
域
に
お
い
て
政
府
が
評
価
し
た
研
究
（
表

彰
さ
れ
た
り
政
策
形
成
に
活
か
さ
れ
た
り
し
た
も
の
）
の
中
で
、
高

協
力
度
研
究
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
は
、
研
究
者
を
し
て
「
政

府
に
協
力
的
な
研
究
の
方
が
評
価
さ
れ
、
自
分
の
研
究
が
活
き
る
」

と
認
識
さ
せ
る
シ
グ
ナ
ル
に
な
り
得
る
。
実
際
に
こ
う
し
た
情
報
は
、

研
究
者
に
高
協
力
度
研
究
を
促
し
て
い
た
。
本
章
は
こ
れ
を
、
政
府

の
情
報
発
信
と
研
究
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
と
考
え

て
い
る
。

　

最
後
に
終
章
は
、
本
論
文
全
体
の
質
的
・
量
的
な
実
証
分
析
や
意

義
を
要
約
し
た
後
、
比
較
政
治
学
と
中
国
政
治
研
究
に
対
す
る
含
意

を
示
し
、
ま
た
本
論
文
に
残
さ
れ
た
課
題
と
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

本
論
文
は
現
代
中
国
を
事
例
と
し
て
、
権
威
主
義
体
制
の
指
導
者
が
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政
権
維
持
を
図
る
た
め
に
、
ま
た
多
様
な
対
象
の
協
力
を
調
達
す
る

た
め
に
、
如
何
に
情
報
を
活
用
し
て
い
る
か
、
そ
の
様
態
を
分
析
し

た
。
通
報
を
行
う
市
民
や
知
識
提
供
を
行
う
研
究
者
の
よ
う
に
協
力

す
る
主
体
も
あ
れ
ば
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
自
律
性
を
示
す

主
体
も
あ
る
。
中
国
の
よ
う
な
権
威
主
義
体
制
に
お
い
て
も
、
情
報

の
活
用
の
あ
り
方
や
効
果
は
多
元
的
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

評
　
価

　

本
論
文
は
、
権
威
主
義
体
制
、
特
に
現
代
の
中
国
政
府
が
統
治
の

維
持
や
国
内
の
協
力
調
達
の
た
め
に
、
如
何
に
「
情
報
」
を
活
用
し

て
き
た
か
に
つ
い
て
、
理
論
的
か
つ
実
証
的
に
明
ら
か
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
。
結
果
と
し
て
、
権
威
主
義
体
制
の
統
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

そ
の
課
題
に
関
す
る
理
解
に
、
具
体
的
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な

っ
た
。
そ
の
価
値
は
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

第
一
に
評
価
で
き
る
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
中
国
に
関
す
る
研
究

者
が
議
論
し
て
き
た
政
府
の
情
報
活
用
に
つ
い
て
、
実
証
的
に
解
明

し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『
人
民
日
報
』
の
記
事
に
つ

い
て
、
研
究
者
は
様
々
な
官
僚
機
構
・
公
的
機
関
の
各
部
分
の
立
場

や
見
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
本
論
文
は
、
署
名
の
あ
る
評
論
の
「
署
名
人
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

い
か
な
る
機
構
を
代
表
す
る
の
か
を
特
定
し
た
。
こ
れ
ら
「
署
名

人
」
あ
る
い
は
写
作
組
は
、
党
の
機
構
だ
け
で
な
く
、
国
務
院
や
人

民
解
放
軍
、
そ
し
て
全
国
総
工
会
な
ど
の
「
大
衆
団
体
」
も
含
ま
れ

る
と
す
る
。
本
論
文
が
示
し
た
「
写
作
組
」
一
覧
は
、『
人
民
日
報
』

を
重
要
資
料
と
し
て
利
用
す
る
中
国
研
究
者
に
と
っ
て
価
値
あ
る
情

報
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
読
者
投
書
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

近
年
は
政
治
的
統
制
の
強
ま
り
か
ら
か
記
事
数
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
中
央
政
府
機
関
が
批
判
さ
れ
続
け
て
い
る
こ

と
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
政
府
は
批
判
を
免
れ
て
い
る
こ
と
、
政
府
の

公
衆
衛
生
と
防
疫
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
批
判
が
見
当
た
ら
な

い
な
ど
、
興
味
深
い
知
見
・
指
摘
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

発
見
は
、
質
量
両
面
か
ら
の
検
討
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
評
価

で
き
る
。

　

第
二
に
、
中
国
に
お
け
る
情
報
の
活
用
が
、
必
ず
し
も
政
府
に
と

っ
て
プ
ラ
ス
の
効
果
の
み
を
生
む
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
例
え
ば
習
近
平
政
権
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
て
い
る
市
民

か
ら
の
通
報
は
、
中
央
の
指
導
者
が
地
方
の
幹
部
に
関
す
る
情
報
を

低
コ
ス
ト
で
収
集
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
腐
敗
の
温

床
に
な
り
や
す
い
地
方
政
府
や
幹
部
の
監
視
を
中
央
政
府
と
市
民
が

共
同
で
行
う
た
め
の
手
段
と
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
他
方
で
、
通

報
は
幹
部
同
士
が
互
い
に
虚
偽
情
報
を
用
い
て
攻
撃
す
る
た
め
の
政
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治
的
手
段
と
も
な
り
、
ま
た
基
層
政
府
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
損

な
い
、
体
制
全
体
に
対
す
る
信
頼
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
権
威
主
義
体
制
が
必
ず
し
も
自
ら
の

利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
を
制
度
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

第
三
に
評
価
で
き
る
点
は
、
本
論
文
が
『
人
民
日
報
』
の
記
事
や

中
国
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
等
の
大
規
模
な
質
的
・
量
的
デ

ー
タ
を
、
最
先
端
の
方
法
を
駆
使
し
て
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
分
析
に
お
け
る
構
造
的
ト
ピ
ッ
ク
モ
デ
ル
の
採
用
、

機
械
学
習
に
よ
る
分
類
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
因
果
推
論
の
効
率
化

と
い
っ
た
手
法
の
応
用
は
、
政
治
学
に
お
け
る
情
報
解
析
手
法
の
今

日
的
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
文
書
に
基
づ
く
研
究
の
方
法
論
の

洗
練
化
に
寄
与
す
る
試
み
と
言
え
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
本
論
文
は

サ
ブ
ス
タ
ン
ス
と
メ
ソ
ッ
ド
の
両
面
で
貢
献
を
目
指
し
た
も
の
と
評

価
で
き
る
。

　

し
か
し
、
無
論
本
論
文
に
も
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
研
究
の
骨
子
と
な
る
理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
権
威
主
義

体
制
に
お
け
る
治
者
と
被
治
者
の
関
係
と
情
報
の
役
割
に
関
し
て
、

例
え
ば
展
開
系
の
フ
ォ
ー
マ
ル
・
モ
デ
ル
等
を
使
っ
て
よ
り
堅
固
に

構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
現
状
で
は
、
治
者
が
反

抗
抑
圧
戦
略
と
協
力
調
達
戦
略
を
選
択
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
得
力

が
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
理
論
的
枠
組
み
と
各
章
に
お
け
る
実

証
分
析
の
繫
が
り
も
明
瞭
で
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
そ
し
て

後
者
の
実
証
分
析
に
関
し
て
も
、
変
数
の
作
成
法
や
ラ
ベ
ル
付
け
、

結
果
の
解
釈
に
疑
問
が
残
る
面
も
あ
っ
た
。
本
論
文
は
政
府
の
情
報

活
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
「
効
果
」
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中

国
国
内
で
調
査
や
実
験
を
行
う
等
、
別
の
手
法
を
用
い
て
接
近
す
る

こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
研
究
の
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
歴
史
へ

の
振
り
返
り
等
を
含
め
た
さ
ら
に
深
い
検
討
・
考
察
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
人
民
日
報
』
が
中

央
政
府
に
対
す
る
批
判
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
に
よ
る
「
百
花
斉
放
・
百
家
争

鳴
」
の
提
唱
が
代
表
す
る
よ
う
な
、
歴
史
的
に
寛
容
な
統
治
文
化
も

関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
現
代
中
国
の
問
題
に
関
わ
る
事
例

や
ト
ピ
ッ
ク
は
具
体
的
に
調
査
・
分
析
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
中
・

長
期
に
わ
た
っ
て
全
体
を
通
貫
す
る
「
大
き
な
絵
」
と
し
て
の
含
意

が
欲
し
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
本
論
文
が

権
威
主
義
体
制
、
と
り
わ
け
中
国
に
お
け
る
情
報
活
用
の
様
態
を
実

証
的
に
迫
っ
た
と
い
う
点
で
、
学
術
的
貢
献
を
為
し
た
価
値
を
損
な

う
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
、
慶
應
義
塾
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大
学
）
の
学
位
を
与
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
識
を
示
し
た
も
の
と
認

め
る
。令
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七
年
二
月
二
六
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